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嘉
瀬
の
奴
踊
り
 

「
嘉
瀬
と
金
木
の
間
の
川
コ
、
石
コ
流
れ
て
木
の
葉
コ
沈
む
」
 

痛
烈
な
風
刺
を
込
め
た
嘉
瀬
の
奴
踊
り
の
歌
詞
で
あ
る
。
 

カ
石
コ
流
れ
て
木
の
葉
コ
沈
む
カ
と
は
、
世
の
中
逆
さ
ま
だ
、
道
理
の
通

ら
な
い
世
相
を
正
そ
う
と
す
る
津
軽
農
民
の
叫
び
を
物
語
っ

て
い
る
よ

う
だ
。
津
軽
四
代
藩
主
信
政
公
が
金
木
新
田
の
開
拓
事
業
に
着
手
し
た

の
は
、
元
禄
十
二
年

（
一
六
九九
）
で
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に

こ
の
大
事
業
の
完
成
を
見
た
。
当
時
農
民
は
、
元
禄
五

・
六
・
七
・
八

年
と
続
い
た
大
凶
作
で
餓
死
者
十
万
余
人

・
空
屋
七
千
戸
に
達
し
た
と

い
わ
れ
る
。
貧
苦
の
ど
ん
底
に
落
ち
込
ん
で
い
た
農
民
は
農
奴
と
し
て

虐
げ
ら
れ
、
言
葉
に
絶
す
る
苦
難
の
労
務
で
あ
っ
た
。
そ
の
抵
抗
の
心

が
4
嘉
瀬
の
奴
踊
り
カ
を
生
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

尾
張
か
ら
の
移
民
鳴
海
善
右
工
門
の
子
孫
伝
右
工
門
の
忠
僕
が
、
主

人
の
不
遇
を
慰
め
る
た
め
に
踊
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
 

奴
踊
り
の
伝
説
も
、
前
者
を
田
主

（
太郎
治
n

た
あ
る
じ
）
後
者
を

弥
十
郎
（
ゃ
ん
じ
ゆ
う
ろ
う
H

小
作
人
の
代
表
者
）
と
見
た
て
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
弥
十
郎
の
奴
踊
り
だ
け
が
、
い
つ
し
か
嘉
瀬
地
方
に
残

り
、
嘉
瀬
の
奴
踊
り
と
し
て
村
民
に
受
け
継
が
れ
て
現
存
し
、

こ
の
系

統
の
踊
り
と
し
て
は
本
土
の
北
限
と
な
り
、
ま
た
他
に
例
の
な
い
動
き

を
も
つ
特
異
な
踊
り
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
四
年
十
一
一

月
一
日
に
青
森
県
無
形
文
化
財

（技
芸
）
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
o
 

写
真
「
斜
陽
館
前
で
の
嘉
瀬
の
奴
踊
り
」
 

（
木
村

）
 

金木の

弥
十
郎
（
や
ん
じ
ゅ
う
ろ
う
Ⅱ
小
作
人
の
代
表
者
）
と
見
た
て
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
弥
十
郎
の
奴
踊
り
だ
け
が
、
い
つ
し
か
嘉
瀬
地
方
に
残

り
、
嘉
瀬
の
奴
踊
り
と
し
て
村
民
に
受
け
継
が
れ
て
現
存
し
、
こ
の
系

統
の
踊
り
と
し
て
は
本
土
の
北
限
と
な
り
、
ま
た
他
に
例
の
な
い
動
き

を
も
つ
特
異
な
踊
り
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
四
年
十
二

月
一
日
に
青
森
県
無
形
文
化
財
（
技
芸
）
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

写
真
「
斜
陽
館
前
で
の
嘉
瀬
の
奴
踊
り
」

〃
石
．
流
れ
て
木
の
葉
コ
沈
む
〃
と
は
、
世
の
中
逆
さ
ま
だ
、
道
理
の
通

ら
な
い
世
相
を
正
そ
う
と
す
る
津
軽
農
民
の
叫
び
を
物
語
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
津
軽
四
代
藩
主
侶
政
公
が
金
木
新
田
の
開
拓
事
業
に
着
手
し
た

の
は
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
で
、
宝
永
二
年
（
一
七
○
五
）
に

こ
の
大
事
業
の
完
成
を
見
た
。
当
時
農
民
は
、
元
禄
五
・
六
・
し
・
八

年
と
続
い
た
大
凶
作
で
餓
死
者
十
万
余
人
・
空
屋
七
千
戸
に
達
し
た
と

い
わ
れ
る
。
貧
苦
の
ど
ん
底
に
落
ち
込
ん
で
い
た
腱
民
は
農
奴
と
し
て

虐
げ
ら
れ
、
言
葉
に
絶
す
る
苦
難
の
労
務
で
あ
っ
た
。
そ
の
抵
抗
の
心

が
〃
嘉
瀬
の
奴
踊
り
〃
を
生
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

人
の
不
遇
を
慰
め
る
た
め
に
踊
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

嘉
瀬
の
奴
踊
り

「
嘉
瀬
と
金
木
の
間
の
川
．
、
石
．
流
れ
て
木
の
葉
コ
沈
む
」

痛
烈
な
風
刺
を
込
め
た
嘉
瀬
の
奴
則
り
の
歌
詞
で
あ
る
。

奴
踊
り
の
伝
説
も
、
前
者
を
田
主
（
太
郎
治
Ⅱ
た
あ
る
じ
）
後
者
を

尾
張
か
ら
の
移
民
鳴
海
善
右
ェ
門
の
子
孫
伝
右
ェ
門
の
忠
僕
が
、
主

〈
表
紙
解
説
〉

（
木
村
）
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金
木
町
助
役
 
角
 
田
 

昭
 
次
 

読
ん
で
面
白
く
、
見
て
楽
し
い
、
そ
し
て
タ
メ
に
な
る
。
何
も
外
交
辞

令
で
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
 
「
か
た
り
べ
」
が
手
に
入
る
と
一
気
に

読
ん
で
し
ま
う
。
 私
は
い
わ
ぱ

正
真
正
銘
「
か
た
り
べ
」
の
愛
読
者
の
一

人
な
の
で
あ
る
。
 

ま
ず
、
内
容
が
す
ば
ら
し
く
、
パ
ラ
エ
テ
ィ
に
も
富
ん
で

い
る
。
会
の

性
質
上
、
昔
の
事
や
古
蹟
の
探
求
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け

に
止
ま
ら
ず
、
随
筆
あ
り
、

回
想
記
あ
り
、

文
芸
あ
り
、
笑
話
あ
り

で
、
 

写
真
や
カ
ッ
ト
も
随
所
に
ち
り
ば
め
て
い
て
退
屈
し
な
い
。
 ま
た
、
執
筆

者
が
皆
顔
見
知
り
な
の
で
親
近
感
も
あ
る
。
 

金
木
町
に

は
「
短
歌

の
会
」
、
 
「
俳
句
の

会
」
、
 
「
川
柳
の
会
」
、
 

「
太
宰
会
」
な
ど
沢
山

の
文
化
団
体
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
活
動
を
 
 

し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
「
わ
が
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
」
の
実
績
は

す
ば

ら
し
く
、
 「
か
た
り
べ
」
は
今
回
で
十
五
集
目
と
な
る
。
私
は
前
々
か
ら
、
 

テ
レ
ビ
の
ク
な
ん
で
も
鑑
定
団
力
の
中
島
誠
之
助
で
は
な
い
が
“
い
い
仕
事

し
て
い
る
ネ
ェ
”
と
思
っ
て
い
た
。
 

過
去
を
振
り
返
っ
た
り
、
歴
史
を
学
習
す
る
の
は
、

た
だ
単
に
昔
が
懐

か
し
い
と
か
、
好
き
だ
か
ら
と
言
う
、
い
わ
ゆ
る
懐
古
趣
味
か
ら

ば
か
り

で
な
く
、
現
在
を
理
解
し
将
来
を
展
望
す
る
上
で
役
に
立
つ
も
の
が
必
ず

存
在
す
る
か
ら
だ
と
思
う
。
 
「
温
故
知
新
」
と
言
う
言
葉

も
あ
る
。
古
い

も
の
に
は
人
間
の
知
恵
や
工
夫
が

一
杯
詰
ま
っ
て
い
る
。
会
員
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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刊

に

寄
せ
て

過
去
を
振
り
返
っ
た
り
、
歴
史
を
学
習
す
る
の
は
、
た
だ
単
に
昔
が
懐

か
し
い
と
か
、
好
き
だ
か
ら
と
言
う
、
い
わ
ゆ
る
懐
古
趣
味
か
ら
ば
か
り

で
な
く
、
現
在
を
理
解
し
将
来
を
展
望
す
る
上
で
役
に
立
つ
も
の
が
必
ず

存
在
す
る
か
ら
だ
と
思
う
。
「
温
故
知
新
」
と
言
う
言
葉
も
あ
る
。
古
い

も
の
に
は
人
間
の
知
恵
や
工
夫
が
一
杯
詰
ま
っ
て
い
る
。
会
員
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
「
わ
が
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
」
の
実
績
は
す
ば

ら
し
く
、
「
か
た
り
べ
」
は
今
回
で
十
五
集
目
と
な
る
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前
々
か
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、

テ
レ
ビ
の
〃
な
ん
で
も
鑑
定
団
〃
の
中
島
誠
之
助
で
は
な
い
が
〃
い
い
仕
事

し
て
い
る
ネ
ェ
〃
と
思
っ
て
い
た
。

金
木
町
助
役
角
田

、

昭
8

次

■



稿 

寄 か
た
り
べ
第
十
五
集
 

目
 

次
 

表
紙
解
説
 
木
 

村
 
治
 
利
 

《巻
頭
言
》
発
刊
に
寄
せ
て
 

角
 
田
 
昭
 
次
 

組
紐
の
歴
史
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
変
わ
る
 

木
 
村
 
治
 
利
 

1
 

権
現
崎
徐
福
伝
説
と
お
岩
木
さ
ん
 

山
 
中
 
長
三
郎
 
7
 

ド
 
シ

（
瀬
 病

）
 

福
部
庵
 
比
佐
伍
 

2
0
 

半
世
紀
前
の
回
想
 

秋
 
元
 
惣
之
進
 
2
3
 

一
寄
稿
一
引
き
揚
げ
始
末
記
 

逢
 
坂
 
伸
 
三
 
3
3
 

こ
ん
な
こ
と
も

（続

・
追
憶
太
宰
治
断
片
記
）
 

山
 
中
 
正
 
津
 
3
6
 

文
芸

廿
俳
句
・
短
歌

・
川
柳
・
詩
 

4
3
 

夢
・
立
ち
づ
く
す
 

折
戸
谷
 

勉
 
5
4
 

わ
が
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
二
〇
年
の
歩
み
 

5
5
 

村
の
笑
い
話
こ
 
六
扇
 
森
 
平
・
や
ぶ
野
 
竹
 
林
 

噛
み
合
わ
ず
 

6
 

協
 
力
 

2
2
 

名
 
医
 

5
4
 

チ
 
ー
 
ン
 

5
4
 

横
文
字
に
弱
い
母
親
 

6
1
 

鯉
 
の
 
餌
 

6
1
 

目

次

《
巻
頭
言
》
発
刊
に
寄
せ
て
．
：
…
・
・
・
…
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
．

復
刻
版
…

か
た
り
べ
第
十
五
集

開
Ｈ
回
引
き
揚
げ
始
末
記

因
側
幽
夢
・
立
ち
ゞ
つ
く
す
：
・
・
・
・
・
・
・
：
．
：
．
…
：

閨
組
紐
の
歴
史
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
変
わ
る
．
．
…
．
、

権
現
崎
徐
福
伝
説
と
お
岩
木
さ
ん
．
．
…
．
：
：
：
・
・
・
：
…
：

半
世
紀
前
の
回
想
：
：
：

ド
シ
（
癩
病
）
：
…

こ
〃
ん
か
》

村
の
笑
い
話
こ
六
扁

わ
が
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
二
○
年
の
歩
み
：
．
：
…
…

噛
み
合
わ
ず

チ
ー
ソ

こ
と
も
（
続
・
追
憶
太
宰
治
断
片
記
）
：
．
…

短
歌
・
川
柳
・
詩

ｌ
俳
句
．

54 6 ●
■
■
血
ロ
ロ

■
■
●
●
■
、
■
■
等
■
●
①
●
申
●
■
●
●
■
争
由
。
。
●
●
色
■
●
Ｇ
Ｑ
Ｇ
町
甲
●
。

●
■
町●

、
甲
Ｆ
Ｄ
●
●
寺
●
■
●
●
●
●
●
■
●
●
卓
■
●
●
●
等
Ｇ
Ｂ
●
■

●
■
■
由
●
●
●
■
●
ｐ
凸
昏
■

■
●
■
●
●
●
■
■
、
■
Ｇ
●

１

横
文
字
に
弱
い
母
親
…
：
・
６

協 ■

④
申
。
■
●
◆
色
色
●
■
●
■
○
吾
。
■
■
申
。
早
■
●
■

力
。
■

●
申●

■
■
■
■
■
■
■

■
●
●
■
●
■
●
●
■
■
。
●

申
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
弓
●
■
■
ｅ
■
●
■
申
■
色
■
■
■
■
巳

●
①
ｐ
■

●
●
○
口
車
ロ
色
●
■
■
由
り
■
申
■
■
。
Ｂ
●
●
合
●
Ｃ
■

●
Ｇ
■
■

■
●
■
吾
●
Ｇ
■
■

22 ■
■
■
●
巳
■

：
．
．
：
：
。
：
：
．
…
：
．
：
：
．
…
：
逢
坂
伸
三
羽

・
・
・
：
：
．
：
：
：
：
・
・
：
：
．
：
。
：
山
中
正
津
調

Ｂ
●
凸
■

森

鯉
の
餌
：
：
：
田

色
■
岳
●
●
■
■
●
●
由
■
■
色

■
■
■
■
■
●
●
、 表

紙
解
説
木
村
治

名
医
：
：
：
瓢

■
や
■

■
■
ｂ
Ｕ
－

平
・
や
ぶ
野
竹
林

■
■
●
凸
■
。

：
．
：
・
秋
元
惣
之
進
羽

：
．
：
木
村
治
利
１

．
：
・
・
山
中
長
三
郎
７

◆
■
■
ｅ
●
Ｐ
ｂ
■
■
●

55

》

角福
部
庵
比
佐
伍

折
戸
谷
勉

田
昭
次

■
●
■
■
●
の
●
■
●
■
■
「
０
１
△ｉ ）

利

2054 43



一
「
台（七
十
玉
）で
組
む
川
ロ
さ
ん
 

緯
 

f
 

(
 

<
 

<
 

r I 
組
紐
の
歴
史o
時
代
の
変
遷
と
とも
に
変
わ
る
 

！
、
 
？
 
、

1
 

ー
 

！
ノ
 

J
オ
，
，
 、●
ノ
 

《］Z
 

丸
台
（
十
六玉
）
で
帯
締
を
組
む
川
ロ
さ
ん
左

角
台
（
八
つ
玉
）
は長
利
さ
ん
園
 

大
手
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
の
新
聞
広
告
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ

ー
 

ズ
に
 「
も
し
、
 一
本
の
紐
が
な
か
っ
た
ら
、
人
類
は
生
き

残
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
あ
っ
た
。
 

一
個
の
石
片
と
木
の
枝
を

一
本
の
紐
で
、
結
ぷ
こ
と
で

斧
が
で
き

た
。
道
具
の
誕
生
で
あ
る
。
 

組
紐
と
い
う
紐
作
り
に

携
わ
る
者
と
し

て
、
見
逃
が
す

こ
と
の
で
き
な
い
言
葉
で
あ
る
。
 

今
年
九
月
、
金
木
町
公
民
館
グ
ル
ー
プ
交
流
会

で

「
組

紐
教
室
」
の
川
口
良
子
先
生
の
講
演
を
聞
き
、
感
銘
を
受

け
た
。
 

組
紐
は
、
古
代
か
ら
存
在
し
、
そ
の
高
度
な
色
彩
、
配

色
と
複
雑
な
柄
の
す
ぱ
ら
し
さ
に
と
り

つ
か
れ
、
三
十
年

程
前
か
ら

そ
の
技
術
を
磨
い
て
き
た
と
い
う
組
紐
一
級
講

師
の
川
口
先
生
で
あ

る
。
 

組
紐
は
、
毛
糸
や
古
着
を
裂
い
た
布
を
材
料
に
帯
締
を
 

一
 

一
 

‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｈ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

－

園
丸
台
（
十
六
玉
）
で
帯
締
を
組
む
川
口
さ
ん
㈱

角
台
（
八
つ
玉
）
は
長
利
さ
ん
㈲

；
企
Ｌ
可
１

Ⅱ

組
紐
の
歴
喪
・
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
変
わ
る

"垂象笥、手寺召2劃を到融こぎr認と諄●"ら往き●宝＆含要ジ宜益室9泊戸孟塞画式盈認一公牽一

高
台
（
七
十
玉
）
で
組
む
川
口
さ
ん

大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
新
聞
広
告
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
「
も
し
、
一
本
の
紐
が
な
か
っ
た
ら
、
人
類
は
生
き

残
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
あ
っ
た
。

一
個
の
石
片
と
木
の
枝
を
一
本
の
紐
で
、
結
ぶ
こ
と
で

斧
が
で
き
た
。
道
具
の
誕
生
で
あ
る
。

組
紐
と
い
う
紐
作
り
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
見
逃
が
す

こ
と
の
で
き
な
い
言
葉
で
あ
る
。

今
年
九
月
、
金
木
町
公
民
館
グ
ル
ー
プ
交
流
会
で
「
組

紐
教
室
」
の
川
口
良
子
先
生
の
講
演
を
聞
き
、
感
銘
を
受

け
た
。組

紐
は
、
古
代
か
ら
存
在
し
、
そ
の
高
度
な
色
彩
、
配

色
と
複
雑
な
柄
の
す
ば
ら
し
さ
に
と
り
つ
か
れ
、
三
十
年

程
前
か
ら
そ
の
技
術
を
磨
い
て
き
た
と
い
う
組
紐
一
級
講

師
の
川
口
先
生
で
あ
る
。

組
紐
は
、
毛
糸
や
古
着
を
裂
い
た
布
を
材
料
に
帯
締
を

木
村
治
利

、

－1－

h



始
め
と
し
て
、
イ
ン
テ
リ
ア
グ
ッ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
作
っ
て
い

る
。
 

教
室
に
は
、

六
歌
仙
、
春
夏
秋
冬
な
ど
の
帯
締
ゃ
カ
バ
ン
、
ネ
ク
タ
イ

な
ど
、
沢
山
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
お
祝
い
ゃ
、
贈
り
物
に
も
喜

ば
れ
て
い
る
と
い
う
。
 

先
生
は
、

こ
の
ほ
か

「
長
沼
静
香
着
物
着
付
け
、
遠
州
流
お
茶
ゃ
お
花

の
教
室
」
を
開

い
て
い
る
が
、
組
紐
の
手
作
り
の
も
っ
素
朴
さ
と
、
 温
か

さ
に
心
の
や
す
ら
ぎ
を
覚
え
、
組
紐
の
勉
強
を
し
た
と
い
う
。
教
室
に
は

角
台

（
八
つ
玉
）
丸
台

（
十
六
玉
）
綾
竹
台

（
三
十
二
玉
）
高
台

（
七
十

玉
）
の
器
台
で
 
「紐
」
 
「帯
締
」
 
「カ
バ
ン
」
 
等
が組
ま
れ
て
い
た
。
 

昭
和
五
十
五
年
「
組
紐
教
室
」
を
開
き
、
東
京
、
京
都
で
腕
を
磨
い
た
。
 

今
で
は

「
N
H
K
青
森
組
紐
教
室
」
 
「
エル
ム
文
化
部
組
紐
教
室
」
の
講

師
を
し
て
お
り
、
生
徒
数
も
現
在
ま
で
四
〇
〇
名
を
超
え
て
い
る
。
 

以
下
先
生
に
組
紐
の
歴
史
を
聞
く
。
 

紐
の
歴
史
に
つ
い
て
 

遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
縄
文
式
土
器
に
は
、
縄
目
の
文
様
の
圧
痕
が
み

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
衣
服
の
発
生
以
前
、
人
間
が
裸
に
近
い
状
態
で

生
活
し
て
い
た
頃
、
す
で
に
紐
が
人
間
の
生
活
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 

身
に
ま
と
う
獣
の
皮
を
縛
っ
た
り
、
採
集
、
狩
猟
で
得
た
食
物
を
東
ね

た
り
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

当
時
の
紐
は
、
樹
皮
を
さ
い

て
作
っ
た
も
の
か
、
植
物
の
茎

を
編
ん
だ

も
の
等
と
思
わ
れ
る
が
、

果
し
て
ど
ん
な
「
結
び
」
を
し
た
も
の
か
。
 

土
中
か
ら
発
掘
さ
れ
る
人
物
埴
輪
の
衣
装
に
数
多
く
の
紐
が
使
わ
れ

て

い
る
。
胸
元
の
飾
り
紐
、
腰
の
あ
た
り
を
縛
っ
て
い
る
紐
、
男
の
揮
の
ひ

ざ
の
と
こ
ろ
を
く
く
っ

て
い
る
紐
等
で
あ
る
。
 

即
ち
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、

紐
の
用
途
が
多
様
化
し
、
実
用
的
な
面

に
美
的
、
装
飾
的
な
要
素
が
加
わ
っ
て
く
る
。
 

紐
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
か
 

糸
又
は
布
ぎ
れ
を
組
ん
だ
り
、
編
ん
だ
り
、
縫
い
合
わ
せ
た
り
し
た
も
 

の
で
、
あ
る
程
度
の
太
さ
、
又
は
幅
を
も
っ
た
紐
で
長
い
も

の
o
 

古
く
緒
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
は
、
こ
の
種
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
o
 

紐
の
種
類
に
打
紐
、
組
紐
、
編
紐
の
三
つ
の
代
表
的
な
作
り
方
の
ほ
か
 

に
、
袋
状
紐
と
固
着
紐
と
が
あ
る
。
 

袋
状
紐

廿
布
を
袋
状
に
縫
っ
た
紐
。
 

固
着
紐
H
数
本
の
糸
を
揃
え
て
、
の
り
料
で
固
着
さ
せ
た
紐
o
 

戸
紐

H
平
打
と
丸
打
と
が
あ
り
、
帯
留
の
紐
に
は
打
紐
が
多

い
。
 

真
田
紐
H
幅
二
分

（約
〇

・
六
セ
ン
チ
）
か
ら

一
寸
五
分

（約
四

・
五
 

縄文式土器 

一
 

。
乙
 

一
 

セ
ン
チ
）
く
ら
い
ま
で
の
平
打
紐
で
、

こ
の
名
が
起
こ
っ
た

の
は
、
天
正
年
間

（
一
五
七
三
ー
九
二
）
に
真
田
氏
が
刀
の

柳
粒
と
し
て
用
い
た
の
が
始
ま
り
で
木
綿
、
山
繭
の
糸
及
び

絹
糸
を
使
用
し
て
い
る
。
 

羽
織
紐

n
各
種
用
い
ら
れ
る
が
、
大
別
し
て
丸
打
と
平
打
で
あ

る
。
 

丸
 
打
廿
四
っ

打
、
八
っ
打
、
十
六
打
が
あ
る
。
 

あ
や
 
か
ご
 

平
 
打
廿
真
田

打
、
綾
打
、
寵
打
が
あ
る
。
 

婦
人
用
廿
昼
夜
打

（
平打
、
紐
の
表
と
裏
の
色
が
異

な
っ
て
い
る
も
 

ほ
う
ら
い
 

の
）
ゃ
縫
莱

（
七宝
形
の
模
様
を
織
り
出
し
た
も
の
）
が

あ
る
。
 

組
紐
と
は
 

紐
の
一
種

・
打
紐
と
も
い
う
。
 

よ
り
 

あ
み
 
く
み
 
た
ち
 
お
り
 

く
け
 
つ

か
わ
 

紐
に
は
、
撚
、
編
、
組
、
裁
、
折
、
桁
、
東
の
七
種
の
紐
が
あ
る
が
、
 

組
紐
は
こ
e
中
で
比
較
的
、
編
紐
と
似
て
い
る
o
し
か
し
編
紐
が
麗
を
使
っ

た
縦
横
の
組
織
で
あ
る
の
と
ち
が
っ
て
、
組
紐
は
織
維
類
を
ま
と
め
て
一

単
位
ず
つ
を
、
斜
面
交
差
さ
せ

た
り
、
あ
る
い
は
前
後
、
上
下
に
交
差
密

接
さ
せ
た
細
幅
繊
維
製
品

で
あ
る
。
 

そ
し
て
、
そ
の
方
法
形
態
に

よ
っ
て
、
丸
紐
と
平
紐
に
分
け
、
更
に
組

織
単
位
を
一
手
又
は

一
玉
と
い
い
、
簡
単
な
三
つ
紐
、
四
つ
紐
（
三
つ
打
、
 

四
つ
打
と
も
い
う
。
 
一
打
つ
と
は
紐
を
組
む
動
作
か
ら
出
た
言
葉
）
か
ら

始
ま
っ
て
、
複
雑
な
組
紐
に
な
る
と
七
十
玉
か
ら

一
〇
〇
玉
に
お
よ
ぷ
も
 
 

の
も
あ
る
。
 し

ら
ぎ
 
こ

う
ら
い
 

名
 
称
廿
新
羅
組
、
丸
源
氏
打
、
高
麗
打
、
そ
の
他
二
〇
〇
種
近
い
組

方
や
名
称
が
あ

る
。
 

材
 
料

】
絹
糸
が
お
も
で
、
木
綿
、
麻
等
も
用
い
ら
れ
、
又
、
そ
れ
ら

の
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ

と
も
あ
る
。
 

か
っ
ち
ゆ
う
 

用
 
途
廿
武
 
具
廿
甲
胃
、

刀
剣
、
馬
具
、
弓
具
。
 

は
た
か
ざ

り
 
け
ま
ん
 
し
ょ

う
ご

ん
 

神
 
仏
廿
経
巻
や
絵
巻
、

幡
飾
、
華
質
等
の
荘
厳
具
。
 

き
ち
ょ

う
 
た

な
 

工
芸
品

n
箱
、
記
帳
、
二
階
棚
、
額
、
楽
器
等
の
付

属
品
。
 

装
飾
品
廿
帯
留
、
そ
の
他
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
。
 

組
紐
の
歴
史
 

一
、
縄
文
時

代

（
九
千
年
前

5
紀
元
前
「
笹
紀
頃
）
 

縄
文
土
器
の
文
録
や
埴
輪
、
土
隅
等
か
ら
、
当
時
紐
が
使
わ
れ

て

い
た
と
み
ら
れ
る
縄
目
文
を

つ
け
た
土
器
を
使
っ
て
い
た
時
代
で
あ

る
。
 

o

縄
目
文
を
つ
け
る
た
め
の
紐
に
は
撚
り
紐
と
組
紐
と
が

あ
っ
た
。
 

o

組
紐
に
は
、
さ
ら
に
二
種
類
が
あ
り
、

四
本
の
糸
を
用
い
た
丸
紐

と
、
三
本
の
糸
を
用
い
た
平
紐
が
あ
る
。
 

組
紐
の
痕
跡
が
残
っ

て
い
る
の
は
、
古
墳
時
代

（
四
ー
七
世
紀
）
 

で
あ
る
。
 

o

古
墳
出
土
の
人
物
埴
輪
に
は
、
胸
の
紐
、
揮
の
脚
帯
等
が
み
ら

れ

る
。
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紐
の
一
種
・
打
紐
と
も
い
う
。

よ
り
あ
礼
く
み
た
ち
お
り
く
け
つ
か
れ

紐
に
は
、
撚
、
編
、
組
、
裁
、
折
、
紺
、
束
の
七
種
の
紐
が
あ
る
が
、

お
さ

組
紐
は
こ
の
中
で
比
較
的
、
編
紐
と
似
て
い
る
。
し
か
し
編
紐
が
筬
を
使
っ

た
縦
横
の
組
織
で
あ
る
の
と
ち
が
っ
て
、
組
紐
は
織
維
類
を
ま
と
め
て
一

単
位
ず
つ
を
、
斜
面
交
差
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
前
後
、
上
下
に
交
差
密

接
さ
せ
た
細
幅
繊
維
製
品
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
方
法
形
態
に
よ
っ
て
、
丸
紐
と
平
紐
に
分
け
、
更
に
組

織
単
位
を
一
手
又
は
一
玉
と
い
い
、
簡
単
な
三
つ
紐
、
四
つ
紐
（
三
つ
打
、

四
つ
打
と
も
い
う
。
一
打
つ
と
は
紐
を
組
む
動
作
か
ら
出
た
言
葉
）
か
ら

始
ま
っ
て
、
複
雑
な
組
紐
に
な
る
と
七
十
玉
か
ら
一
○
○
玉
に
お
よ
ぶ
も

組
紐
と
は

始
め
と
し
て
、
イ
ン
テ
リ
ア
グ
ッ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
作
っ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

教
室
に
は
、
六
歌
仙
、
春
夏
秋
冬
な
ど
の
帯
締
や
カ
バ
ソ
、
ネ
ク
タ
イ

な
ど
、
沢
山
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
お
祝
い
や
、
贈
り
物
に
も
喜

ば
れ
て
い
る
と
い
う
。

先
生
は
、
こ
の
ほ
か
「
長
沼
静
香
着
物
着
付
け
、
遠
州
流
お
茶
や
お
花

の
教
室
」
を
開
い
て
い
る
が
、
組
紐
の
手
作
り
の
も
つ
素
朴
さ
と
、
温
か

さ
に
心
の
や
す
ら
ぎ
を
覚
え
、
組
紐
の
勉
強
を
し
た
と
い
う
。
教
室
に
は

角
台
（
八
つ
玉
）
丸
台
（
十
六
玉
）
綾
竹
台
（
三
十
二
玉
）
高
台
（
七
十

玉
）
の
器
台
で
「
紐
」
「
帯
締
」
「
カ
バ
こ
等
が
組
ま
れ
て
い
た
。

昭
和
五
十
五
年
「
組
紐
教
室
」
を
開
き
、
東
京
、
京
都
で
腕
を
磨
い
た
。

今
で
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
森
組
紐
教
室
」
「
エ
ル
ム
文
化
部
組
紐
教
室
」
の
講

師
を
し
て
お
り
、
生
徒
数
も
現
在
ま
で
四
○
○
名
を
超
え
て
い
る
。

以
下
先
生
に
組
紐
の
歴
史
を
聞
く
。

紐
の
歴
史
に
つ
い
て

遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
縄
文
式
土
器
に
は
、
繩
目
の
文
様
の
圧
痕
が
み
紐
の
種
類
に
打
紐
、
組
紐
、
編
紐
の
三
つ
の
代
表
的
な
作
り
方
の
ほ
か

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
衣
服
の
発
生
以
前
、
人
間
が
裸
に
近
い
状
態
で
に
、
袋
状
紐
と
固
着
紐
と
が
あ
る
。

生
活
し
て
い
た
頃
、
す
で
に
紐
が
人
間
の
生
活
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ

袋
状
紐
Ⅱ
布
を
袋
状
に
縫
っ
た
紐
。

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
固
着
紐
Ⅱ
数
本
の
糸
を
揃
え
て
、
の
り
料
で
固
着
さ
せ
た
紐
。

身
に
ま
と
う
獣
の
皮
を
縛
っ
た
り
、
採
集
、
狩
猟
で
得
た
食
物
を
束
ね
打
紐
Ⅱ
平
打
と
丸
打
と
が
あ
り
、
帯
留
の
紐
に
は
打
紐
が
多
い
。

さ
な
だ

た
り
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

真
田
紐
Ⅱ
幅
二
分
（
約
○
・
六
セ
ン
チ
）
か
ら
一
寸
五
分
（
約
四
・
五

セ
ン
チ
）
く
ら
い
ま
で
の
平
打
紐
で
、
↑
」
の
名
が
起
こ
っ
た

の
は
、
天
正
年
間
二
五
七
三
’
九
二
）
に
真
田
氏
が
刀
の

つ
か
い
と

柄
糸
と
し
て
用
い
た
の
が
始
ま
り
で
木
綿
、
山
繭
の
糸
及
び

絹
糸
を
使
用
し
て
い
る
。

羽
織
紐
Ⅱ
各
繩
用
い
ら
れ
る
が
、
大
別
し
て
丸
打
と
平
打
で
あ
る
。

丸
打
Ⅱ
四
つ
打
、
八
つ
打
、
十
六
打
が
あ
る
。

あ
や
か
ご

平
打
Ⅱ
真
田
打
、
綾
打
、
繩
打
が
あ
る
。

婦
人
用
Ⅱ
昼
夜
打
（
平
打
、
紐
の
表
と
裏
の
色
が
異
な
っ
て
い
る
も

ほ
う
ら
い

の
）
や
縫
莱
（
七
宝
形
の
模
様
を
織
り
出
し
た
も
の
）
が

の
）
や
縫
莱

あ
る
。

当
時
の
紐
は
、
樹
皮
を
さ
い
て
作
っ
た
も
の
か
、
植
物
の
茎
を
編
ん
だ

も
の
等
と
思
わ
れ
る
が
、
果
し
て
ど
ん
な
「
結
び
」
を
し
た
も
の
か
。

土
中
か
ら
発
掘
さ
れ
る
人
物
埴
輪
の
衣
装
に
数
多
く
の
紐
が
使
わ
れ
て

い
る
。
胸
元
の
飾
り
紐
、
腰
の
あ
た
り
を
縛
っ
て
い
る
紐
、
男
の
極
の
ひ

ざ
の
と
こ
ろ
を
く
く
っ
て
い
る
紐
等
で
あ
る
。

即
ち
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
紐
の
用
途
が
多
様
化
し
、
実
用
的
な
面

に
美
的
、
装
飾
的
な
要
素
が
加
わ
っ
て
く
る
。

紐
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
か

組
紐
の
歴
史

の
も
あ
る
。

し
ら
ぎ

こ
う
ら
い

名
称
Ⅱ
新
羅
組
、
丸
源
氏
打
、
高
麗
打
、
そ
の
他
二
○
○
繩
近
い
組

方
や
名
称
が
あ
る
。

材
料
Ⅱ
絹
糸
が
お
も
で
、
木
綿
、
麻
等
も
用
い
ら
れ
、
又
、
そ
れ
ら

の
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

か
つ
ち
ゅ
う

用
途
Ⅱ
武
具
Ⅱ
甲
冑
、
刀
剣
、
馬
具
、
弓
具
。

は
た
か
ざ
り
け
ま
ん
し
よ
う
こ
ん

神
仏
Ⅱ
経
巻
や
絵
巻
、
幡
飾
、
華
童
等
の
荘
厳
具
。

き
ち
上
う

た
な

工
芸
品
Ⅱ
箱
、
記
帳
、
二
階
棚
、
額
、
楽
器
等
の
付
属
品
。

装
飾
品
Ⅱ
帯
留
、
そ
の
他
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
。

の
で
、

蕊
〉
”

一
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
か

糸
又
は
布
ぎ
れ
を
組
ん
だ
り
、
編
ん
だ
り
、
縫
い
合
わ
せ
た
り
し
た
も

で
、
あ
る
程
度
の
太
さ
、
又
は
幅
を
も
っ
た
紐
で
長
い
も
の
。

お

古
く
緒
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
は
、
こ
の
種
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
、
縄
文
時
代
（
九
千
年
前
～
紀
元
前
三
世
紀
頃
）

縄
文
土
器
の
文
録
や
埴
輪
、
土
隅
等
か
ら
、
当
時
紐
が
使
わ
れ
て

い
た
と
み
ら
れ
る
縄
目
文
を
つ
け
た
土
器
を
使
っ
て
い
た
時
代
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

よ

○
縄
目
文
を
つ
け
る
た
め
の
紐
に
は
撚
り
紐
と
組
紐
と
が
あ
っ
た
。

○
組
紐
に
は
、
さ
ら
に
二
種
類
が
あ
り
、
四
本
の
糸
を
用
い
た
丸
紐

と
、
三
本
の
糸
を
用
い
た
平
紐
が
あ
る
。

組
紐
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
古
墳
時
代
（
四
’
七
世
紀
）

で
あ
る
。

○
古
墳
出
土
の
人
物
埴
輪
に
は
、
胸
の
紐
、
樟
の
脚
帯
等
が
み
ら
れ

ブ
（
》
○

■
、
ｌ
閏

束帯

－3 －ワー
ム



お
ど
し
 

又
、
鎧
に
は
繊
紐
に
も
組
紐
が
残
っ
て
い
る
。
角
紐

（角
八
つ
組
）
 

も
み
ら
れ
る
。
 

飛
鳥

・
奈
良
時
代

（
五九
二
、
七
八
四

）
 

飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
、
組
紐
の
革
命
が
起
こ
っ
た
。
 

中
国
や
朝
鮮
か
ら
高
度
な
色
彩
と
複
雑
な
柄
の
す
ば
ら
し
い
組
紐

と
そ
の
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
。
 

法
隆
寺
に
は
、
聖
徳
太
子
（
五
七
四
ー
六
二
二
）
が
つ
け
て
い
た

剣
の
帯
と
同
じ
品
と
思
わ
れ
る
唐
組
の
組
紐
残
片
が
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
精
微
な
美
を
も
つ
組
紐
ゃ
そ
の
技
術
の
影
響
を
受
け

て
、
我
が
国
の
原
始
的
な
三
つ
組
、
四
つ
組
の
紐
も
、
ぐ
っ
と
高
度

化
し
、
立
派
な
も
の
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

単
純
な
三
つ
組
で
も
、
玉
数
を
ふ
や
し
て
ゆ
け
ば
、
巾
の
広
い
安

田
組

（
新羅
組
）
が
で
き
、
安
田
組
の
組
織
を
二
本
交
差
さ
せ
る
と
、
 

高
麗
組
が
で
き
る
。
 

平
安
・
鎌
倉
時

代

（
七
九
四
5
一
三
三
三
）
 

平
安
時
代

（
七
九
四
ー
一

一
八
四
）
に
入
っ
て
、
我
が
国
独
自
の

優
麗
典
雅
な
組
紐
工
芸
が
完
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
当
時
の
技
術

が
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
 

特
に
、
平
安
後
期
に
は
、
優
雅
な
貴
族
文
化
の
華
が
開
き
、
武
士

が
登
場
し
て
き
た
こ
と
か
ら
組
紐
の
装
飾
性
が
強
ま
っ
た
。
武
具
、
 

荘
厳
具
、
服
飾
、
工
芸
と
幅
広
く
用
い
ら
れ
た
。
 

鎌
倉
時
代

（
一
一
八
五
ー
一
三
三
三
）
は
武
家
社
会
の
時
代
で
あ

り
、
鎧
は
最
盛
期
を
迎
え
た
。
鎧
に
は
繊
の
紐
を
は
じ
め
、
繰
締
め

の
紐
等
多
く
の
組
紐
が
使
わ
れ
て
い
る
。
 

お
ど
し
げ
 

そ
の
中
心
は
誠
紐
で
、
こ
れ
を
誠
毛
と
い
う
。
誠
し
方
は
「
紅
梅
」
 

も
え
き
に
お
い
 
む
ら

さ
き
す
そ
こ
 

お
も
た
か
 
い

ろ
い
ろ
お
ど
し
 

「萌
黄
匂
」
 
「紫
裾
濃
」
 
「沢
潟
」
 
「色
々
誠
」
等
十
種
類
の
方
法

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
 

鎧
の
中
で
も
鎌
倉
時
代
の
大
鎧
が
も
っ
と
も
多
く
の
組
紐
を
使
っ

て
い
る
。
実
に
華
麗
で
、
武
具
と
い
う
よ
り
美
し
い
工
芸
品
で
あ
る
。
 

我
が
国
に
現
存
す
る
組
紐
の
中
で
、
も
っ
と
も
級
密
で
複
雑
な
組

織
を
も
っ
て
お
り
、
実
に
精
巧
に
組
ま
れ
て
、い
る
。
 従
っ
て
手
間
ひ

ま
も
、
か
か
り
、
そ
の
組
む
時
間
は
丸
源
氏
組
の
お
よ
そ
一
〇
〇
倍

と
い
わ
れ
る
。
 

室
町
時
代

（
一
三
三
八
5
一
五
七
三
）
 

室
町
時
代
は
鎌
倉
時
代
の

「組
紐
の
黄
金
期
」
に
比
べ
る
と
量
産

の
時
代
と
い
わ
れ
る
。
 

こ
の
時
代
、
組
紐
の
需
要
は
、
貴
族
社
会
、
武
家
社
会
、
社
寺
、
 

そ
し
て
庶
民
へ
と
広
が
っ
た
。
特
に
発
達
し
た
の
が
茶
道
で
愛
用
さ

れ
た
。
 

室
町
中
期
応
仁
の
乱

（
一
四
六
七
ー
七
七
）
を
境
に
戦
国
時
代
の

世
と
な
る
。
組
紐
の
需
要
が
増
え
た
理
由
は
、
甲
胃

・
太
刀
等
の
武

具
の
付
属
品
と
し
て
の
紐
が
多
量
に
必
要
と
な
っ
た
、
丈
夫
な
紐
と

い
う
こ
と
か
ら
、
丸
源
組
が
考
案
さ
れ
た
。
 

安
土
・
桃
山
時

代

（
一
五
七
三
、
一
六
〇
〇

）
 

安
土

・
桃
山
時
代
は
美
術
、
工
芸
、
茶
道
の
盛
ん
な
時
代
で
、
豊

臣
秀
吉

（
一
五
三
八ー
九
八
）
は
、
中
国
か
ら
工
人
を
呼
ん
で
工
芸

を
奨
励
し
た
。
 こ
の
た
め
、
組
紐
も
戦
国
時
代
の
実
用
的
な
も
の
か

ら
、
装
飾
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
た
。
 

又
、
こ
の
時
代
「
名
護
屋
帯
」
と
い
う
組
紐
で
作
っ
た
帯
が
生
ま

れ
た
。
 

肥
前

（
現
在
の佐
賀
県
）
の
名
護
屋
と
い
う
所
で
作
ら
れ
た
の
で
、
 

こ
の
名
称
と
な
っ
た
。
 

秀
吉
が
朝
鮮
侵
略
の
と
き
、
こ
の
名
護
屋
に
陣
屋
を
置
い
た
の
で
、
 

か
ら
く
み
 

朝
鮮
か
ら
多
く
の
工
人
が
連
れ
て
こ
ら
れ
、
こ
こ
で
韓
組
（
唐
糸
を

用
い
た
組
紐
）
を
作
り
な
が
ら
技
法
を
伝
え
た
の
が
始
ま
り
で
、
 

「
韓組
帯
」
 
と
も称
さ
れ
た
。
 

名
護
屋
帯
は
丸
八
つ
組
が
十
六
組
の
紐
で
、
長
さ
は
五
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
で
あ
る
。
 

江
戸
時
代

（
一
六
〇
三
5
一
八
六
七
）
 

江
戸
前
後
は
、
町
人
文
化
も
栄
え
た
が
、
武
士
の
力
は
絶
大
で
あ
っ
 

た
。
。
 

つ
か
ま
き
 

組
紐
も
、
太
刀
、
脇
差
の
下
緒
、
柄
巻
糸
、
刀
袋
の
房
等
、
武
士

の
使
用
量
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
組
紐
職
人
が
江
戸

に
集
中
し
た
。
 そ
し
て
組
紐
、
羽
織
紐
、
帯
締
め
、
文
箱
の
総
、
鏡

台
の
飾
り
絵
、
襖
の
飾
り
、
手
堤
袋
の
緒
、
髪
飾
り
の
緒
と
、
用
途
 
 

が
広
が
り
、
庶
民
の
需
要
も
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。
 

刀
や
鎧
の
紐
の
修
理
は
、
武
士
が
自
分
で
や
る
よ
う
に
な
り
、
組
 

台
は
「
高
台
」
と
「
内
記
台
」
が
考
案
さ
れ
た
。
 

高
台
は
、
大
き
な
台
で
綾
出
し
の
技
法
を
用
い
て
文
字
や
紋
所
を
 

組
み
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

内
記
台
は
、
歯
車
を
用
い
た
半
自
動
式
の
組
台
で
あ
る
。
 

組
紐
が
帯
締
め
や
、
羽
織
紐
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
江
戸
時
代
末
 

期
で
あ
る
。
 

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
江
戸
亀
戸
天
神
の
太
鼓
橋
が
完
成
、
 

そ
の
渡
り
ぞ
め
に
深
川
芸
者
が
太
鼓
橋
に
似
た
帯
結
び
を
し
た
。
現
 

在
の
太
鼓
結
び
の
始
ま
り
で
あ
る
。
と
け
や
す
い
の
で
、
丸
締
の
紐
 

を
締
め
た
。
 

こ
れ
が
帯
締
め
の
始
ま
り
で
あ
る
。
 

組
紐
は
太
古
か
ら
の
贈
り
物
 

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
生
き
方
を
脇
役
と
し
て
支
え

て
き
た
組
紐
、
た
い
へ
ん
な
時
間
と
労
力
を
費
や
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
o
 

複
雑
で
美
し
い
紐
を
見
て
い
る
と
、
時
間
さ
え
今
よ
り
ず
っ
と
ゆ
っ
た

り
と
流
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
し
、
作
る
人

・
使
う
人
、
そ

れ
ぞ
れ
の
物
に
対
す
る
執
着
心
の
違
い
を
も
感
じ
る
の
で
あ
る
。
 

今
、
名
品
の
い
く
つ
か
は
帯
締
ゃ
ァ
ク
セ
サ
リ
ー
に
姿
を
か
え
て
組
み

継
が
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
の
よ
う
な
作
品
の
生
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
 

六
、
江
戸
時
代
（
一
六
○
三
～
一
八
六
七
）
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
生
き
方
を
脇
役
と
し
て
支
え

江
戸
前
後
は
、
町
人
文
化
も
栄
え
た
が
、
武
士
の
力
は
絶
大
で
あ
っ
て
き
た
組
紐
、
た
い
へ
ん
な
時
間
と
労
力
を
費
や
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
。
。
複
雑
で
美
し
い
紐
を
見
て
い
る
と
、
時
間
さ
え
今
よ
り
ず
っ
と
ゆ
っ
た

つ
か
ま
き

組
紐
も
、
太
刀
、
脇
差
の
下
緒
、
柄
巻
糸
、
刀
袋
の
房
等
、
武
士
り
と
流
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
し
、
作
る
人
・
使
う
人
、
そ

の
使
用
量
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
組
紐
職
人
が
江
戸
れ
ぞ
れ
の
物
に
対
す
る
執
着
心
の
違
い
を
も
感
じ
る
の
で
あ
る
。

に
集
中
し
た
。
そ
し
て
組
紐
、
羽
織
紐
、
帯
締
め
、
文
箱
の
総
、
鏡
今
、
名
品
の
い
く
つ
か
は
帯
締
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
姿
を
か
え
て
組
み

台
の
飾
り
絵
、
襖
の
飾
り
、
手
堤
袋
の
緒
、
髪
飾
り
の
緒
と
、
用
途
継
が
れ
て
い
る
が
、
か
っ
て
の
よ
う
な
作
品
の
生
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で

二
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
（
五
九
二
～
七
八
四
）

飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
、
組
紐
の
革
命
が
起
こ
っ
た
。

中
国
や
朝
鮮
か
ら
高
度
な
色
彩
と
複
雑
な
柄
の
す
ば
ら
し
い
組
紐

と
そ
の
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
。

法
隆
寺
に
は
、
聖
徳
太
子
（
五
七
四
’
六
二
二
）
が
つ
け
て
い
た

剣
の
帯
と
同
じ
品
と
思
わ
れ
る
唐
組
の
組
紐
残
片
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
精
微
な
美
を
も
つ
組
紐
や
そ
の
技
術
の
影
響
を
受
け

て
、
我
が
国
の
原
始
的
な
三
つ
組
、
四
つ
組
の
紐
も
、
ぐ
っ
と
高
度

化
し
、
立
派
な
も
の
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

単
純
な
三
つ
組
で
も
、
玉
数
を
ふ
や
し
て
ゆ
け
ば
、
巾
の
広
い
安

田
組
（
新
羅
組
）
が
で
き
、
安
田
組
の
組
織
を
二
本
交
差
さ
せ
る
と
、

高
麗
組
が
で
き
る
。

三
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
（
七
九
四
～
一
三
三
三
）

平
安
時
代
（
七
九
四
’
二
八
四
）
に
入
っ
て
、
我
が
国
独
自
の

優
麗
典
雅
な
組
紐
工
芸
が
完
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
当
時
の
技
術

が
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

特
に
、
平
安
後
期
に
は
、
優
雅
な
貴
族
文
化
の
華
が
開
き
、
武
士

が
登
場
し
て
き
た
こ
と
か
ら
組
紐
の
装
飾
性
が
強
ま
っ
た
。
武
具
、

荘
厳
具
、
服
飾
、
工
芸
と
幅
広
く
用
い
ら
れ
た
。

五
、
安
土
・
桃
山
時
代
二
五
七
三
～
一
六
○
○
）

安
土
・
桃
山
時
代
は
美
術
、
工
芸
、
茶
道
の
盛
ん
な
時
代
で
、
豊

臣
秀
吉
（
一
五
三
八
’
九
八
）
は
、
中
国
か
ら
工
人
を
呼
ん
で
工
芸

を
奨
励
し
た
。
こ
の
た
め
、
組
紐
も
戦
国
時
代
の
実
用
的
な
も
の
か

ら
、
装
飾
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
た
。

又
、
こ
の
時
代
「
名
護
屋
帯
」
と
い
う
組
紐
で
作
っ
た
帯
が
生
ま

れ
た
。肥

前
（
現
在
の
佐
賀
県
）
の
名
護
屋
と
い
う
所
で
作
ら
れ
た
の
で
、

こ
の
名
称
と
な
っ
た
。

秀
吉
が
朝
鮮
侵
略
の
と
き
、
こ
の
名
護
屋
に
陣
屋
を
置
い
た
の
で
、

か
ら
く
み

朝
鮮
か
ら
多
く
の
工
人
が
連
れ
て
こ
ら
れ
、
こ
こ
で
韓
組
（
唐
糸
を

用
い
た
組
紐
）
を
作
り
な
が
ら
技
法
を
伝
え
た
の
が
始
ま
り
で
、

「
韓
組
帯
」
と
も
称
さ
れ
た
。

名
護
屋
帯
は
丸
八
つ
組
が
十
六
組
の
紐
で
、
長
さ
は
五
メ
ー
ト
ル

お
ど
し

又
、
鎧
に
は
繊
紐
に
も
組
紐
が
残
っ
て
い
る
。
角
紐
（
角
八
つ
組
）

も
み
ら
れ
る
。

く
ら
い
で
あ
る
。

組
紐
は
太
古
か
ら
の
贈
り
物

四
、
室
町
時
代
二

鎌
倉
時
代
（
二
八
五
’
一
三
三
三
）
は
武
家
社
会
の
時
代
で
あ

り
、
鎧
は
最
盛
期
を
迎
え
た
。
鎧
に
は
鍼
の
紐
を
は
じ
め
、
繰
締
め

の
紐
等
多
く
の
組
紐
が
使
わ
れ
て
い
る
。

お
ど
し
げ

そ
の
中
心
は
繊
紐
で
、
こ
れ
を
繊
毛
と
い
う
。
鍼
し
方
は
「
紅
梅
」

も
え
き
に
お
い
む
ら
さ
き
す
そ
こ
お
も
た
か
い
ろ
い
ろ
お
ど
し

「
萌
黄
匂
」
「
紫
裾
濃
」
「
沢
潟
」
「
色
々
繊
」
等
十
種
類
の
方
法

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

鎧
の
中
で
も
鎌
倉
時
代
の
大
鎧
が
も
っ
と
も
多
く
の
組
紐
を
使
っ

て
い
る
。
実
に
華
麗
で
、
武
具
と
い
う
よ
り
美
し
い
工
芸
品
で
あ
る
。

我
が
国
に
現
存
す
る
組
紐
の
中
で
、
も
っ
と
も
級
密
で
複
雑
な
組

織
を
も
っ
て
お
り
、
実
に
精
巧
に
組
ま
れ
て
、
い
る
。
従
っ
て
手
間
ひ

ま
も
、
か
か
り
、
そ
の
組
む
時
間
は
丸
源
氏
組
の
お
よ
そ
一
○
○
倍

と
い
わ
れ
る
。

、
室
町
時
代
二
三
三
八
～
一
五
七
三
）

室
町
時
代
は
鎌
倉
時
代
の
「
組
紐
の
黄
金
期
」
に
比
べ
る
と
量
産

の
時
代
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
時
代
、
組
紐
の
需
要
は
、
貴
族
社
会
、
武
家
社
会
、
社
寺
、

そ
し
て
庶
民
へ
と
広
が
っ
た
。
特
に
発
達
し
た
の
が
茶
道
で
愛
用
さ

れ
た
。室

町
中
期
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
’
七
七
）
を
境
に
戦
国
時
代
の

世
と
な
る
。
組
紐
の
需
要
が
増
え
た
理
由
は
、
甲
冑
・
太
刀
等
の
武

具
の
付
属
品
と
し
て
の
紐
が
多
量
に
必
要
と
な
っ
た
、
丈
夫
な
紐
と

い
う
こ
と
か
ら
、
丸
源
組
が
考
案
さ
れ
た
。

が
広
が
り
、
庶
民
の
需
要
も
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。

刀
や
鎧
の
紐
の
修
理
は
、
武
士
が
自
分
で
や
る
よ
う
に
な
り
、
組

台
は
「
高
台
」
と
「
内
記
台
」
が
考
案
さ
れ
た
。

高
台
は
、
大
き
な
台
で
綾
出
し
の
技
法
を
用
い
て
文
字
や
紋
所
を

組
み
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

内
記
台
は
、
歯
車
を
用
い
た
半
自
動
式
の
組
台
で
あ
る
。

組
紐
が
帯
締
め
や
、
羽
織
紐
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
江
戸
時
代
末

期
で
あ
る
。

文
化
十
四
年
二
八
一
七
）
江
戸
亀
戸
天
神
の
太
鼓
橋
が
完
成
、

そ
の
渡
り
ぞ
め
に
深
川
芸
者
が
太
鼓
橋
に
似
た
帯
結
び
を
し
た
。
現

在
の
太
鼓
結
び
の
始
ま
り
で
あ
る
。
と
け
や
す
い
の
で
、
丸
桁
の
紐

を
締
め
た
。

こ
れ
が
帯
締
め
の
始
ま
り
で
あ
る
。
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